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明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
我
が
国
社
会
事
業
の
開

拓
者
的
存
在
で
あ
っ
た
留
岡
幸
助
(
一
八
六
四
一
九
三
四
)
は
同
志

社
英
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
。
彼
は
新
島
襄
が
明
治
二
三
年
を

期
し
て
同
志
社
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
東
奔
西
走
し
、
教
室

で
教
え
る
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
頃
の
学
生
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
留
岡
の
七
0
年
の
生
涯
を
纃
く
と
き
、
明
治
十
八
年
か
ら

三
年
ま
で
の
同
志
社
で
の
三
年
間
が
如
何
に
大
き
な
意
味
を
も

つ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
小
論
文
は
留
岡
が
同
志
社
で
は
何
を
学
ん
だ
か
、
と
り
わ

け
新
島
か
ら
ど
の
よ
う
な
感
化
を
受
け
て
彼
の
畢
生
の
事
業
を
選

び
、
そ
の
実
現
に
た
だ
一
筋
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
か
を
考

キ
、
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え
て
み
た
い
。
逆
に
い
ぇ
ば
、
当
時
の
同
志
社
は
、
そ
し
て
新
島

は
ど
の
よ
う
な
人
物
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
問
題
に

す
る
こ
と
に
な
る
。

留
岡
は
明
治
十
八
年
九
月
、
同
志
社
英
学
校
別
科
神
学
科
邦
語

神
学
課
程
に
入
学
し
た
。
邦
語
神
学
は
塞
督
教
ノ
教
師
ヲ
養
成

ス
ル
為
メ
邦
語
ヲ
以
テ
神
学
ヲ
授
ク
」
課
程
で
あ
る
。
彼
は
既
に

少
年
時
代
か
ら
同
志
社
関
係
者
に
出
会
い
、
予
定
さ
れ
る
よ
う
に

同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
と
い
ぇ
る
。
即
ち
明
治
十
二
、
三
年
、

十
五
、
六
歳
の
頃
で
あ
る
が
、
彼
の
故
郷
岡
山
県
高
梁
の
地
に
ア

メ
リ
カ
人
宣
教
師
や
日
本
人
伝
道
者
が
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
に
や

つ
て
き
た
。
そ
れ
は
後
年
同
志
社
で
教
え
る
こ
と
に
な
る
ケ
ー
リ

見
Φ
ぐ
.
 
C
牙
 
9
選
一
轡
,
一
縄
)
で
あ
り
、
同
志
社
病
院
長

に
な
る
べ
リ
ー
牙
ゆ
ぐ
.
〕
0
雪
 
9
ミ
=
⑩
如
円
g
 
]
罫
,
一
器
の
)

で
あ
り
、
同
志
社
英
学
校
第
一
回
卒
業
生
の
金
森
通
倫
で
あ
っ
た
。

留
岡
の
小
学
校
の
教
師
二
宮
邦
次
郎
は
明
治
十
三
年
新
島
襄
か
ら

受
洗
し
、
同
年
四
月
か
ら
同
志
社
英
学
校
別
科
神
学
科
速
成
コ
ー

ス
で
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
新
島
自
身
も
明
治
十
三
年
二
月
高
梁
の

地
に
伝
道
に
来
て
い
る
。
留
岡
は
同
志
社
関
係
者
か
ら
キ
リ
ス
ト

)し

教
に
導
か
れ
、
明
治
十
五
年
七
月
、
十
八
歳
の
と
き
高
梁
教
会
で

受
洗
す
る
が
、
養
父
に
強
く
棄
教
を
求
め
ら
れ
、
折
糧
を
受
け
た
。

彼
は
迫
害
を
逃
が
れ
る
た
め
に
翌
十
六
年
二
月
家
出
し
、
京
都
同

志
社
に
や
っ
て
来
て
、
約
一
力
月
、
当
時
「
参
拾
番
教
室
L
 
と
呼

ば
れ
て
い
た
建
物
の
二
階
の
寮
に
潜
ん
で
い
た
が
、
こ
の
と
き
の

こ
と
が
新
島
の
日
誌
(
明
治
十
六
年
三
月
二
八
日
の
項
)
に
次
の
よ
う

、

、

に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
備
中
高
梁
ノ
信
徒
富
岡
達
介
(
傍
点
筆
き
ナ

ル
モ
父
ノ
迫
害
ヲ
蒙
り
シ
ニ
ヨ
リ
脱
走
シ
テ
此
地
二
来
ル
」
。
留

岡
は
毎
夏
伝
道
に
や
っ
て
来
る
同
志
社
の
学
生
や
同
志
社
関
係
者

か
ら
同
志
社
の
こ
と
、
新
島
の
こ
と
を
聞
く
に
つ
れ
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
同
志
社
へ
行
け
ば
保
護
さ
れ
、
あ
わ
よ
く
ば
入
学
稔

め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
期
待
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼

の
期
待
は
実
現
せ
ず
、
今
度
は
岡
山
の
金
森
通
倫
や
ケ
ー
リ
ー
の

世
話
で
今
治
に
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
地
に
は
金
森
の
親
友

で
英
学
校
第
一
回
の
卒
業
生
で
も
あ
る
横
井
時
雄
が
伝
道
活
動
に

従
事
し
て
お
り
、
彼
の
も
と
に
匿
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
今
治
で
留
岡
は
約
二
年
間
横
井
を
助
け
、
ま
た
自
ら
地
方
の

開
拓
伝
道
に
従
事
す
る
が
、
こ
の
間
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
試
練

に
耐
え
、
自
己
の
生
き
方
を
模
索
す
る
う
ち
に
、
将
来
キ
リ
ス
ト

教
を
同
胞
に
宣
べ
伝
え
る
た
め
の
牧
師
に
な
る
こ
と
を
考
え
始
め

た
。
丁
度
そ
の
と
き
、
彼
は
新
島
が
明
治
十
六
年
に
公
に
し
た
「
同

志
社
設
立
の
始
末
L
 
を
読
む
機
会
に
恵
ま
れ
、
新
島
の
密
航
、
渡

米
貿
モ
帰
国
、
同
志
社
英
学
校
設
立
に
ま
つ
わ
る
苦
労
を
知
り
、

感
涙
に
む
せ
ん
で
い
る
。

既
に
キ
リ
ス
ト
教
を
も
っ
て
自
己
の
人
問
観
・
世
界
観
に
し
て

い
る
留
岡
は
、
い
わ
ば
学
ぶ
た
め
の
器
を
も
っ
て
、
明
治
十
八
年

新島の感化を受けた人々
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同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。
当
時
校
長
の
新
島
は
健
康
の
回
復

と
大
学
設
立
の
た
め
の
募
金
を
兼
ね
て
欧
米
を
旅
行
中
で
、
そ
の

年
の
十
二
月
十
七
日
に
帰
洛
し
た
。
新
島
は
翌
日
早
速
午
前
九
時

半
よ
り
礼
拝
堂
の
定
礎
式
を
お
こ
な
い
、
十
一
時
よ
り
書
籍
館
須

有
終
鎧
の
定
礎
式
、
午
後
一
時
半
よ
り
同
志
社
創
立
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
た
。
留
岡
は
一
年
生
と
し
て
出
席
し
、
礼
拝
堂
定

礎
式
で
新
島
の
次
の
よ
う
な
説
教
を
聴
い
た
。

此
礼
拝
堂
定
礎
式
ヲ
施
行
ス
ル
祈
鴻
ヲ
神
二
捧
ク
ル
前
二
当

り
、
此
堂
設
立
ノ
事
二
付
キ
卿
力
我
意
ヲ
陳
ン
ト
ス
、
抑
モ

教
育
ハ
宗
教
卜
密
接
ノ
関
係
ア
ル
者
テ
ソ
一
ブ
教
育
ノ
基
本
ハ

宗
教
ニ
ア
リ
ト
謂
フ
可
シ
、
故
二
欧
米
文
明
諸
国
何
レ
ノ
著

名
ナ
ル
学
校
ニ
モ
礼
拝
堂
ノ
設
ナ
キ
ハ
ア
ラ
ス
、
且
最
モ
美

麗
ヲ
尽
シ
十
分
善
良
二
作
り
ア
ル
ヲ
見
ル
也
甘
<
ハ
何
ト
ナ

レ
バ
教
育
卜
宗
教
ノ
関
係
実
一
ニ
ナ
ル
所
ヨ
リ
然
ラ
シ
ム
、

而
シ
テ
我
同
志
社
教
育
ハ
実
二
基
督
教
卜
密
接
ノ
関
係
ア
ル

者
ニ
シ
テ
、
今
日
此
定
礎
式
ヲ
行
ヒ
之
ヲ
神
二
捧
献
ス
ル
＼ノ

后
来
我
大
二
喜
フ
可
キ
事
ナ
リ
ト
思
フ
、
何
ト
ナ
レ
ハ
此
礼

拝
堂
ハ
我
同
志
社
ノ
基
礎
ト
ナ
リ
又
夕
精
神
ト
ナ
ル
者
ナ
レ

3

バ
ナ
リ
。

新
島
は
九
年
間
に
わ
た
っ
て
米
欧
の
教
育
機
関
を
体
験
し
、
見
学

し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
全
人
教
育
が
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
需

し
て
い
た
。
従
っ
て
同
志
社
教
育
も
礼
拝
堂
を
中
核
に
据
え
る
べ

き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

留
岡
は
、
当
日
の
創
立
十
周
年
記
念
式
典
で
、
新
島
が
外
遊
中

に
放
逐
さ
れ
た
七
人
の
学
生
を
思
う
次
の
よ
う
な
熱
涙
あ
ふ
る
る

演
説
を
聴
い
た
筈
で
あ
る
。

諸
君
卜
共
二
A
袿
事
ヲ
追
想
シ
テ
紀
念
シ
タ
キ
ハ
、
昨
年
我

＼
、
ノ

不
在
中
同
志
社
ヲ
放
逐
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
人
々
ノ
事
ナ
リ
、
真

二
彼
等
ノ
為
メ
三
涙
ヲ
流
サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
彼
等
ハ
或
ハ
真

道
ヲ
聞
キ
真
ノ
学
問
ヲ
ナ
セ
シ
人
々
ナ
レ
ト
モ
、
遂
二
放
逐

セ
ラ
ル
、
ノ
事
ヲ
ナ
シ
タ
リ
、
諸
君
ヨ
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
、

一
人
ハ
大
切
ナ
リ
、
往
事
ハ
已
二
去
レ
リ
之
ヲ
如
何
ト
モ
ス

ル
事
能
ハ
ズ
、
以
后
ハ
我
儕
実
二
謹
厶
可
シ
。

学
生
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
者
新
島
の
面
目
躍
如
と
し

た
演
説
で
あ
る
。

帰
国
後
新
島
は
大
学
設
立
の
準
備
に
多
忙
で
、
そ
の
た
め
に
当

時
の
在
学
生
は
教
室
で
校
長
か
ら
直
接
学
ぶ
機
会
が
殆
ど
な
く
、

時
々
朝
の
礼
拝
で
熱
烈
な
説
教
を
聴
く
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
先
程
の
演
説
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
新
島
は
た
と
え

学
校
を
離
れ
、
遠
隔
の
地
に
あ
っ
て
も
彼
の
心
は
常
に
学
生
一
人

一
人
の
上
に
あ
る
こ
と
を
在
学
生
は
知
っ
て
ぃ
た
。
「
同
志
社
之

近
情
ハ
如
何
『
よ
し
の
山
花
咲
く
比
の
朝
な
<
心
に
か
>
る
峰

の
し
ら
雲
』
古
人
歌
に
詠
せ
し
如
く
、
小
生
之
心
ハ
日
夜
諸
君
を

忘
る
>
能
ハ
す
、
何
事
ヲ
聞
く
二
付
け
而
も
今
ハ
諸
君
ハ
如
何
あ
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ら
ん
と
心
配
い
た
し
居
候
」
。
こ
れ
は
神
奈
川
県
大
磯
に
静
養
中
の

新
島
が
亡
く
な
る
二
四
日
前
の
明
治
二
二
年
十
二
月
三
0
日
、
学

生
横
田
安
止
に
宛
て
た
手
紙
の
一
節
で
あ
る
。

校
長
で
あ
る
新
島
が
不
在
が
ち
の
英
学
校
に
は
熊
本
英
学
校

で
ジ
ェ
ー
ン
ズ
(
戸
曾
0
て
一
N
誘
一
=
N
一
§
m
、
易
器
,
屋
0
)
に
学

び
、
同
志
社
英
学
校
に
転
学
し
て
高
い
学
識
と
人
格
を
新
島
に
ょ

つ
て
さ
ら
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た
卒
業
生
た
ち
が
母
校
の
教
員
と
し

て
勤
め
て
ぃ
た
。
市
原
盛
宏
、
森
田
久
萬
人
、
浮
田
和
民
下
村

孝
太
郎
が
先
輩
と
し
て
、
時
に
は
寮
生
と
と
も
に
生
活
し
な
が
ら
、

単
に
教
師
と
し
て
以
上
に
頼
れ
る
兄
貴
と
し
て
、
学
生
の
良
き
相

談
相
手
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師

で
あ
る
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
令
円
0
ヨ
ゆ
口
霊
=
ご
N
s
m
、
一
器
,
一
中
岑
)
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
(
U
三
叫
三
羣
一
曾
ゆ
て
一
霊
ヨ
ゆ
9
 
一
器
,
一
器
)
、
ゴ

ー
ド
ン
(
冨
N
a
忌
m
 
一
山
昔
ゆ
井
ゆ
0
0
§
三
器
,
一
中
8
)
、
グ
リ

ー
ン
(
口
N
ヨ
ゆ
一
9
0
m
ず
て
9
Φ
含
ゆ
、
一
器
,
一
器
)
と
い
っ
た
人
々

が
百
科
全
書
的
な
博
識
と
教
育
的
情
熱
、
ピ
ユ
ー
リ
タ
ン
と
し
て

の
人
格
及
び
熱
烈
な
実
践
的
信
仰
を
も
っ
て
学
生
達
に
強
い
感
化

を
与
え
て
い
た
。

当
時
の
授
業
は
少
数
科
目
を
集
中
的
に
教
授
す
る
方
法
を
と

り
、
授
業
は
教
師
中
心
で
は
な
く
学
生
中
心
で
、
開
発
主
義
的
に

進
め
ら
れ
、
勉
学
に
お
け
る
学
生
間
の
切
磋
琢
磨
が
重
ん
ぜ
ら
れ

て
ぃ
た
。
授
業
は
午
前
八
時
よ
り
始
ま
り
、
十
二
時
で
終
わ
る
こ

5

と
が
多
く
、
士
・
日
曜
日
は
自
学
自
習
及
び
健
康
増
進
精
神
修

養
に
当
て
ら
れ
て
休
日
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
士
曜
日
は
遠
足
日

曜
日
は
校
内
の
チ
ャ
ペ
ル
や
自
己
の
属
す
る
教
会
で
静
か
に
礼
拝

の
時
を
も
ち
、
安
息
日
を
守
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
当
時
学
生
間

に
演
談
会
が
盛
ん
で
、
金
・
士
曜
日
の
午
後
な
ど
校
内
の
教
室
で

宗
教
倫
理
政
治
上
の
テ
ー
マ
で
英
語
或
い
は
日
本
語
の
演
説

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
留
岡
は
明
治
二
十
年
十
一
月
四
日
、
彰

栄
館
で
「
神
六
日
二
天
地
ヲ
創
造
ス
而
第
七
日
妄
息
ス
」
と
題

6

す
る
演
説
を
お
こ
な
い
、
同
月
二
五
日
、
礼
拝
堂
で
「
別
科
神
学

ユ

連
合
演
説
会
L
が
開
か
れ
、
「
淳
范
河
ノ
麦
飯
永
ク
忘
ル
可
カ
ラ
ズ
L

と
題
し
て
演
説
し
て
い
る
。

明
治
三
年
二
月
二
九
日
、
留
岡
は
当
時
の
四
条
教
会
現
京
都

教
会
)
で
、
「
婦
人
と
基
督
教
L
 
と
題
し
て
説
教
を
し
て
い
る
が
、

彼
の
日
記
手
帳
に
説
教
の
要
旨
が
次
の
よ
う
に
メ
モ
さ
れ
て
い

る
0

ペ
リ
ー
氏
嘗
テ
言
へ
ル
ア
リ
。
家
族
ハ
帝
国
ノ
基
本
ナ
リ
ト
。

余
ハ
之
ノ
語
ヲ
転
シ
テ
、
婦
人
ハ
家
族
ノ
基
本
ナ
リ
ト
云

ン
。
何
是
卜
云
フ
ニ
、
茲
二
人
々
生
ジ
テ
ニ
、
三
人
相
集
リ

テ
家
族
ヲ
為
シ
、
家
族
遂
二
集
合
シ
テ
国
ヲ
ナ
シ
、
政
府
ヲ

ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
其
家
族
ノ
中
最
モ
勢
カ
ア
ル
モ
ノ
ハ
婦
人

ナ
リ
。
現
今
内
外
ノ
人
々
ノ
ロ
ニ
文
二
喋
々
ス
ル
所
ハ
、
我

国
ノ
家
族
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
我
国
ニ
テ
ハ
、
純
粋
ノ
「
ホ
ー
ム
」

新島襄の感化を受けた人々
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即
家
族
ナ
シ
。
若
シ
国
ガ
文
明
国
ノ
昇
平
ノ
御
世
ヲ
来
タ
サ

ン
ト
ナ
レ
バ
、
先
ズ
宜
シ
ク
昇
平
和
楽
タ
ル
「
ホ
ー
ム
」
ヲ

造
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
宜
哉
、
真
正
ノ
家
族
ナ
キ
ハ
即
チ
真
正

ノ
婦
女
子
、
其
家
族
ノ
柱
石
ト
モ
云
フ
ベ
キ
婦
人
ノ
ナ
キ
ニ

9

ヨ
レ
リ
0

留
岡
は
、
同
志
社
英
学
校
在
学
中
、
未
だ
家
父
長
的
倫
理
の
支

配
す
る
時
代
に
、
既
に
婦
人
の
家
庭
に
お
け
る
地
位
と
家
庭
の
重

要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
彼
が
後
年
「
家
庭
学

校
L
 
を
創
設
し
て
非
行
少
年
の
感
化
は
家
庭
の
再
興
に
あ
り
と
叫

ぶ
が
、
在
学
中
に
彼
の
家
庭
観
が
形
成
さ
れ
っ
つ
ぁ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

留
岡
の
人
格
形
成
、
思
想
形
成
に
重
要
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
に
新
島
襄
及
び
当
時
の
同
志
社
を
支
配
し
て
ぃ

た
平
民
主
義
が
あ
る
。
八
歳
の
時
の
身
分
差
別
の
体
験
を
深
い
心

の
傷
と
し
て
回
想
す
る
彼
に
と
っ
て
、
「
神
の
前
で
は
全
て
の
人
間

は
平
等
で
あ
る
」
と
い
っ
た
人
間
観
を
日
常
の
生
活
の
中
で
最
も

典
型
的
に
実
践
し
て
い
る
人
と
し
て
新
島
襄
が
い
た
。
彼
が
学
生

に
宛
て
る
手
紙
は
全
て
の
学
生
を
無
限
の
価
値
可
能
性
を
有
す
る

人
格
的
主
体
と
し
て
捉
え
、
教
師
も
学
生
も
同
じ
人
間
で
あ
り
、

そ
の
間
に
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
ぃ
る
こ
と
が
よ

く
判
る
。
新
島
は
卒
業
生
蔵
原
惟
郭
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

ア
ン
ド
ワ
フ
ヒ
レ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
ノ
校
長
バ
ン
ク
ロ

フ
ト
氏
之
閑
話
中
、
左
之
語
ヲ
聞
キ
取
リ
申
候
間
、
梧
下
二

呈
ス
。
我
輩
ハ
生
涯
先
師
タ
ラ
ス
無
智
之
後
弟
ナ
リ
。
比
ノ

語
最
モ
生
ノ
意
二
適
ス
、
生
同
志
社
ヲ
創
立
セ
シ
以
来
、
不

幸
ニ
シ
テ
先
生
卜
称
セ
ラ
ル
、
是
レ
生
ノ
曽
テ
先
生
卜
称
セ

ラ
ル
、
ヲ
好
マ
サ
レ
共
亦
止
ム
ヲ
得
サ
ル
所
ア
リ
、
生
自
今

⑩
0

ハ
断
然
無
智
ノ
後
弟
タ
ル
ベ
、
、

用
務
員
の
五
平
さ
ん
に
対
す
る
新
島
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
す
よ

う
に
、
彼
の
平
民
主
義
は
彼
の
生
き
方
に
定
着
し
て
ぃ
た
。
教
育

は
言
葉
で
は
な
く
態
度
行
動
で
あ
る
。
留
岡
は
彼
の
同
志
社
卒

業
後
の
明
治
二
二
年
一
月
か
ら
用
い
て
い
る
メ
モ
帳
「
漫
筆
走
記

4
」
に
「
平
民
主
義
L
 
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
ぃ
る
。

私
ノ
主
義
ト
ス
ル
所
ハ
平
民
主
義
ナ
リ
。
平
民
主
義
ハ
自
由

平
等
ノ
主
義
ナ
リ
。
平
民
主
義
ハ
尚
水
ノ
如
シ
。
均
丁
一
ナ

ラ
ン
ト
ス
ル
情
性
ア
リ
。
水
ヲ
天
二
向
テ
上
ル
ト
キ
ハ
之
レ

地
上
二
落
ツ
ル
ト
キ
ハ
片
々
ノ
玉
ト
ナ
ル
。
成
ル
程
其
玉
二

大
小
ア
ル
ト
難
。

残
念
な
が
ら
こ
の
メ
モ
は
こ
こ
で
切
れ
て
い
る
。
明
治
二
二
年

と
い
ぇ
ぱ
丹
波
教
会
の
牧
師
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
は
恐
ら
く
説
教

の
草
稿
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
短
文
か

ら
留
岡
が
平
民
主
義
を
も
っ
て
自
己
の
主
義
と
し
て
生
き
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
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留
岡
が
在
学
し
て
い
た
当
時
の
同
志
社
を
支
配
す
る
キ
リ
ス
ト

教
に
は
、
人
へ
の
奉
仕
こ
そ
神
へ
の
奉
仕
で
あ
る
と
い
っ
た
考
え

方
が
強
く
は
た
ら
い
て
お
り
、
新
島
の
「
世
の
中
の
為
L
 
と
い
う

常
用
語
が
示
す
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
応
用
的
実
践
的
活
動
が

重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
留
岡
の
卒
業
し
た
翌
年
の
明
治
二
二
年
に

入
学
し
た
山
室
軍
平
は
当
時
の
同
志
社
を
横
溢
し
て
い
た
雰
囲
気

を
「
同
志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
 
1
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
そ
の
た

め
に
「
凡
て
の
者
の
僕
」
と
し
て
奉
仕
す
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
1

と
い
う
表
現
で
示
し
て
い
る
。

留
岡
は
同
志
社
を
卒
業
し
て
お
よ
そ
二
十
年
後
次
の
よ
う
に

新
島
を
憶
い
、
応
用
的
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

わ
れ
ら
が
基
督
教
を
信
ず
る
所
以
は
、
之
ヲ
以
テ
慈
善

を
事
実
に
表
は
す
と
か
、
国
家
の
福
祉
に
貢
献
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。
(
中
堕
歴
史
を
研
究
す
る

の
は
畢
寛
歴
史
が
教
育
だ
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
(
中
堕

然
る
に
現
下
の
基
督
教
界
に
新
島
先
生
程
の
歴
史
を
持
っ
て

居
る
人
が
あ
る
か
。
学
問
の
点
に
於
て
、
説
教
の
術
に
於
て
、

新
島
先
生
に
優
る
人
物
は
決
し
て
乏
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
学
問
や
説
教
術
や
は
伝
道
上
の
唯
一
の
武
器
で
は

な
い
。
或
る
意
味
に
お
い
て
人
格
の
別
名
更
る
経
歴
其
物

が
不
言
に
し
て
教
へ
、
不
文
に
し
て
化
育
を
与
へ
る
の
で
あ

る
。
比
の
意
味
に
於
け
る
先
生
は
稀
有
の
歴
史
を
持
っ
て
居

た
人
で
あ
る
。
(
中
堕
見
よ
其
の
ラ
イ
フ
の
如
何
に
経
歴
に

富
め
る
か
を
。
あ
、
先
生
の
ラ
イ
フ
其
物
が
何
物
に
も
優
り

て
偉
大
な
る
伝
道
で
あ
り
、
宗
教
で
あ
る
。

留
岡
に
と
っ
て
、
新
島
の
存
在
が
、
彼
の
生
き
方
全
て
が
模
範

で
あ
り
、
導
び
き
の
星
で
あ
っ
た
。

留
岡
は
同
志
社
在
学
中
に
感
化
を
受
け
た
教
師
の
中
で
、
新
島

を
別
と
し
て
ラ
ー
ネ
ッ
ド
を
筆
頭
に
挙
げ
て
い
る
。

)し

ラ
ー
ネ
ッ
ド
先
生
は
私
が
同
志
社
で
感
化
を
受
け
た
中
で
最

大
の
も
の
と
存
候
。
何
時
も
先
生
の
こ
と
は
私
の
頭
脳
裡
を

去
り
不
申
候
。
甲
堕
私
は
先
生
よ
り
新
約
聖
書
を
馬
太
伝

よ
り
黙
示
録
ま
で
プ
ッ
通
ふ
し
て
講
義
を
聞
き
申
候
。
私
に

多
少
で
も
聖
書
の
智
識
あ
り
と
せ
ぱ
、
其
れ
は
先
生
の
賜
と

存
候
。
こ
の
賜
が
如
何
に
私
の
生
涯
及
私
の
仕
事
を
潤
沢
に

せ
し
か
を
思
ひ
、
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ざ
る
次
第
に
候
。

留
岡
の
在
学
中
、
同
志
社
の
教
員
で
あ
っ
た
宣
教
師
ゴ
ー
ド
ン

は
説
教
学
、
牧
会
学
を
始
め
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
を
担
当
し
、
キ

リ
ス
ト
教
の
実
践
的
応
用
と
し
て
社
会
事
業
に
学
生
の
関
心
を
向

け
さ
せ
て
い
た
。
留
岡
は
後
年
北
海
道
集
治
監
教
謹
師
就
任
の

際
、
或
い
は
ア
メ
リ
カ
留
学
、
家
庭
学
校
の
創
設
な
ど
に
ゴ
ー
ド

ン
の
意
見
と
協
力
を
求
め
、
ゴ
ー
ド
ン
も
彼
に
経
済
的
援
助
を
お

し
ま
な
か
っ
た
。

留
岡
が
学
ん
で
い
た
同
志
社
に
、
監
獄
改
良
、
非
行
少
年
教
護

新島襄の感化を受けた人々

39



と
い
っ
た
当
時
末
だ
殆
ど
世
間
的
関
心
を
持
た
れ
て
ぃ
な
い
暗
黒

世
界
に
光
を
投
ず
る
こ
と
を
生
涯
の
職
業
而
ゆ
三
{
)
と
し
て
選
ぱ

し
め
る
よ
う
な
要
素
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
彼
は
新
島
の
平
民
主
義
に
徹
底
的
な
人
間
平
等
の
原

理
を
見
出
し
、
多
く
の
宣
教
師
の
生
き
方
や
思
想
に
応
用
的
キ
リ

ス
ト
教
と
し
て
の
社
会
事
業
志
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
学
生
た
ち
は
宣
教
師
か
ら
当
時
我
が
国
で
は
未
だ
新
し
い
学
問

で
あ
っ
た
経
済
学
や
政
治
学
を
学
び
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
は
学

生
を
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
現
実
社
会
に
眼

を
向
け
さ
せ
た
。
ま
た
同
志
社
英
学
校
で
の
教
育
及
び
寮
生
活
に

よ
っ
て
、
学
生
は
人
格
の
尊
厳
自
治
・
自
立
の
精
神
を
培
う
こ

と
の
大
切
さ
を
需
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
留
岡
在
学
当
時
の
同
志
社
を
支
配
し
て
い
た
精
神

は
主
に
創
立
者
新
島
襄
の
教
育
観
・
世
界
観
か
ら
渉
み
出
た
も
の

と
い
ぇ
る
。
即
ち
新
島
が
九
年
間
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
中
.

高
等
教
育
を
受
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
彼
が
学
び
と
っ
た
も

の
は
、
欧
米
文
明
を
支
え
て
い
る
も
の
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
(
平
民
主

義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
全
人
教
育
で
あ
る
と
い
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
も
と
り
わ
け
ピ
ユ
ー
リ
タ
ニ
、
ス
ム
、

そ
の
中
で
も
田
取
も
ラ
ジ
カ
ル
な
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

公
系
派
教
会
主
義
が
新
島
の
信
仰
の
中
核
に
据
え
ら
れ
て
ぃ
た
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ピ
ユ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
各
々
個
人
の
人
格
の
尊

厳
良
心
、
自
由
自
主
独
立
、
自
治
と
い
っ
た
基
本
概
念
を
共

通
に
も
ち
、
と
り
わ
け
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
教
会
の

独
立
と
自
治
、
個
人
の
悔
い
改
め
の
自
覚
及
び
良
心
の
自
由
を
尊

重
し
、
神
の
栄
光
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
実
践
活
動
を
重
ん
ず
る

点
を
特
徴
と
す
る
。

会
衆
派
教
会
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
.
ア
カ
デ

ミ
ー
と
ア
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
と
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
で

学
ん
だ
新
島
に
は
彼
の
生
き
方
、
愚
に
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た
。
新
島

の
い
う
「
世
の
中
の
為
」
が
そ
う
で
あ
る
し
、
社
会
の
底
辺
に
あ

つ
て
人
格
の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
ら
れ
、
自
由
を
奪
わ
れ
畔
吟
し
て

い
る
人
々
に
手
を
差
し
の
べ
る
行
為
こ
そ
神
の
喜
び
た
ま
う
も
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
同
志
社
に
は
、
学
生
た
ち
が
は
な
や
か
な
フ

ツ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
政
財
界
で
活
躍
す
る
の
で
は
な
く
、
「
地
の

塩
L
、
「
世
の
光
L
 
と
し
て
遊
郭
や
監
獄
の
改
良
に
関
心
を
向
け
、

そ
れ
ら
を
畢
生
の
事
業
に
選
ば
し
め
る
要
因
が
あ
っ
た
と
い
ぇ
よ

留
岡
は
「
余
を
語
る
し
と
い
う
随
想
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
し
る私
は
元
来
貧
家
に
生
ま
れ
、
且
っ
幼
に
し
て
身
体
虚
弱
な
り

し
た
め
、
小
学
校
も
半
途
で
退
学
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

漸
く
長
じ
て
基
督
教
を
信
じ
、
更
に
京
都
同
志
社
に
学
び
、

う
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生
涯
の
基
礎
を
こ
>
に
造
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
^
に
此
上

も
な
い
仕
合
せ
だ
っ
た
と
思
ふ
。
殊
に
同
志
社
在
学
中
、
人

間
社
会
に
は
二
っ
の
闇
黒
な
方
面
、
即
ち
一
は
遊
郭
、

一
は

監
獄
の
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至
っ
た
の
は
、
私
が
社
会
問
^

に
逢
着
し
た
最
初
の
も
の
で
、
こ
れ
が
引
続
い
て
今
日
に
至

る
ま
で
、
多
く
の
影
響
を
私
に
及
ぽ
し
て
い
る
。
当
時
に
於

て
は
遊
郭
問
題
や
監
獄
問
題
は
世
人
の
注
意
を
惹
く
こ
と
極

ス
ク
ナ

め
て
鮮
く
寧
ろ
漫
然
看
過
さ
れ
た
と
い
ふ
方
が
適
切
で
あ
っ

た
と
思
ふ
が
、
私
は
基
督
教
の
光
を
以
て
此
二
大
闇
黒
面
を

照
ら
す
の
必
要
を
腎
、
二
者
の
い
づ
れ
を
選
び
て
畢
生
の

事
業
と
為
す
べ
き
か
に
就
い
て
種
々
考
慮
す
る
処
あ
り
、
終

に
身
を
以
て
監
獄
改
良
に
当
る
べ
き
決
心
を
為
し
、
偶
々
同

窓
の
友
人
か
ら
斯
道
の
鼻
祖
と
も
云
ふ
べ
き
『
ジ
ョ
ン

ハ

.

ワ
ー
ド
伝
』
を
借
覧
す
る
に
及
び
愈
々
其
の
決
心
を
堅
う
す

@

る
に
至
っ
た
。

留
岡
に
と
っ
て
同
志
社
の
雰
囲
気
は
、
そ
し
て
新
島
の
教
え
は

彼
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
勇
往
邁
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
道
、
監
獄
改
良
、
非
行
少
年
の
教
護
地
方
改
良
と
い
っ

た
事
業
を
選
ぶ
上
で
重
要
な
動
機
に
な
っ
た
と
い
ぇ
る
。

留
岡
幸
助
は
新
島
襄
の
教
え
を
受
け
、
彼
の
遺
志
を
継
承
し
た

人
々
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
大
学
文
学
部
教
遥
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深
井
英
五
と
新
島
襄

1
新
島
か
ら
学
ん
だ
「
実
践
的
人
生
観
」

同
志
社
が
生
ん
だ
、
た
だ
一
人
の
日
銀
総
裁

同
志
社
出
身
者
で
経
済
界
に
身
を
投
じ
、
名
を
成
し
た
人
物
は

決
し
て
す
く
な
く
な
い
が
、
日
本
銀
行
総
裁
に
ま
で
な
っ
た
人
は

深
井
英
五
た
だ
一
人
で
あ
る
。
し
か
も
深
井
は
、
新
島
襄
か
ら
直

接
奨
学
金
を
手
渡
さ
れ
な
が
ら
、
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
島
の
弟
子
達
の
一
人
と
し
て
、
深

井
英
五
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ょ
う
と
思
う
。

深
井
は
昭
和
金
融
史
の
名
著
と
し
て
も
評
価
の
高
い
自
叙
伝

『
回
顧
七
十
年
』
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

杉
江
雅
彦
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,
私
の
一
生
に
於
け
る
進
路
の
方
向
を
決
し
た
最
大
契
機

と
し
て
挙
ぐ
べ
き
も
の
が
三
っ
あ
る
。
一
は
、
新
島
襄
先
生

の
脊
顧
に
ょ
り
同
志
社
教
育
を
受
け
た
る
こ
と
、
二
は
、
徳

富
蘇
峰
先
生
の
指
導
に
ょ
り
国
民
新
聞
の
門
を
経
て
世
の
中

に
出
た
こ
と
、
三
は
、
松
方
正
義
公
の
知
遇
に
ょ
り
大
蔵
省

お
よ
び
日
本
銀
行
に
就
職
し
た
こ
と
で
あ
る
。
人
生
の
心
構

え
に
就
い
て
は
、
新
島
先
生
に
負
ふ
所
が
最
も
多
く
、
学
究

的
傾
向
か
ら
移
っ
て
社
会
の
実
勢
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な

つ
た
の
は
主
と
し
て
徳
富
先
生
の
感
化
に
ょ
り
、
財
政
経
済

の
方
面
に
実
行
の
立
場
を
与
え
ら
れ
た
の
は
松
方
公
の
御
陰

で
あ
る
し

深
井
英
五
は
、
日
本
銀
行
在
職
期
間
が
最
も
長
く
、
三
十
六
年

間
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
当
初
か
ら
日
銀
に
就
^
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
ま
ず
、
同
志
社
時
代
の
上
級
生
で
あ
っ
た
徳
富
蘆
花

の
兄
・
蕪
峰
が
主
宰
す
る
国
民
新
聞
社
に
勤
務
し
、
外
報
部
長
に

ま
で
昇
進
し
た
し
、
そ
の
後
わ
ず
か
三
力
月
間
と
い
う
短
い
期

間
で
は
あ
っ
た
が
、
松
方
正
義
大
蔵
大
臣
の
秘
書
官
を
つ
と
め
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
松
方
の
推
薦
に
ょ
っ
て
、
明
治
三
十
四
年
十

月
に
日
本
銀
行
に
入
行
し
、
そ
れ
以
後
国
債
局
長
・
営
業
局
長

を
経
て
大
正
七
年
四
月
に
理
事
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
年

に
副
総
裁
十
年
六
月
総
裁
と
な
り
、
十
二
年
二
月
に
総
裁
を
辞

任
し
た
後
貴
族
院
議
員
枢
密
顧
問
官
に
ま
で
列
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
深
井
に
と
っ
て
心
血
を
注
い
で
精

励
し
た
の
は
日
銀
時
代
で
あ
っ
て
、
と
く
に
烈
裁
・
総
裁
の
在

職
期
は
国
債
の
日
銀
引
受
け
、
金
解
禁
・
金
本
位
制
度
の
離
脱
な

ど
、
日
銀
に
と
っ
て
実
に
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
た
時
期
に
あ
た

る
。
こ
れ
ら
の
難
問
に
対
応
し
た
責
任
者
と
し
て
の
深
井
に
対
す

る
評
価
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
は
い
な
い
が
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
指
摘
は
、
深
井
に
関
し
て
最
も
的
を
射
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
深
井
英
五
の
一
生
を
通
じ
て
貫
い
て
い
る
も
の
は
、
ま

じ
め
に
最
後
ま
で
筋
を
通
し
て
物
を
考
え
る
と
い
う
精
神

で
、
総
裁
の
治
績
と
い
う
こ
と
を
離
れ
そ
の
知
性
の
一
局
さ
深

さ
と
い
う
点
か
ら
み
る
な
ら
ぱ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
歴
代

の
日
本
銀
行
総
裁
中
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
日

本
銀
行
の
生
ん
だ
偉
大
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
」
(
吉
野
俊

彦
『
歴
代
日
本
銀
行
総
裁
論
」
二
四
二
ペ
ー
ジ
)

信
仰
を
通
じ
て
新
島
と
出
会
う

深
井
英
五
に
と
っ
て
は
、
松
方
の
知
遇
を
得
た
か
ら
こ
そ
日
本

銀
行
に
入
行
し
、
そ
こ
で
彼
の
持
て
る
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
場

が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
松
方
に
深
井
を
紹
介
し
推
薦
し
た

の
は
徳
富
蘇
峰
で
あ
っ
た
。
徳
富
に
出
会
っ
た
の
は
、
同
志
社
時

新島襄の感化を受けた人々

心



代
の
上
級
生
で
蘇
峰
の
弟
・
蘆
花
、
あ
る
い
は
同
級
生
・
平
田
久

を
介
し
て
で
あ
っ
た
か
ら
、
深
井
が
同
志
社
で
学
ん
で
い
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
彼
の
活
躍
の
場
は
、
別
の
形
で
現
れ
た
に
ち
が
い

な
い
。
そ
し
て
深
井
が
同
志
社
に
入
学
し
得
た
の
は
、
彼
と
同
郷

人
で
あ
っ
た
新
島
襄
に
見
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味

で
は
、
深
井
の
人
生
の
出
発
点
は
新
島
に
ょ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と

つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
現
に
深
井
自
身
が
「
人
生
の
心
構
え

)しに
就
い
て
は
新
島
襄
先
生
に
負
ふ
所
が
最
も
多
い
」
と
回
顧
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

深
井
英
五
は
現
在
の
群
馬
県
高
崎
で
、
旧
高
崎
藩
士
深
井
景
忠

の
五
男
と
し
て
、
明
治
四
年
十
一
月
二
十
日
に
生
れ
た
。
父
・
景

忠
は
高
崎
藩
で
は
百
五
十
石
を
食
む
「
中
の
上
」
程
度
の
武
士
で

あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
を
機
に
隠
息
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
、
家
計
は
苦
し
く
、
十
四
歳
で
小
学
校
を
卒
業
し
た
深
井
は
、

中
学
校
へ
の
進
学
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
学
問
好
き
の
深
井
は
そ
の
ま
ま
小
学
校
の
授
業
生
(
助

教
員
)
と
な
っ
て
、
い
く
ば
く
か
の
月
給
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
若
干
の
書
物
を
買
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
英

語
を
学
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
書
物
を
読
み
漁
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
だ
け
で
は
前
途
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
焦
燥
の
揚
句
、
深
井
は

東
京
で
働
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
、
両
親
に
は
無
断
で

上
京
し
た
。
十
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
頼
っ
て
訪
ね
た

母
方
の
伯
父
の
説
得
に
ょ
り
、
い
っ
た
ん
帰
郷
し
て
い
る
。

い
や

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
、
深
井
の
癒
し
が
た
い
向
学
心
を
満
た
す

絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
。
新
島
の
出
現
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
、

新
島
は
米
国
人
で
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
か
ら
委
託
さ
れ
た
奨
学
金

の
対
象
学
生
を
物
色
す
る
た
め
、
郷
里
の
群
馬
県
に
帰
省
し
た
。

す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
て
い
た
深
井
の
信
仰
上
の
師
で
、

高
崎
基
督
教
会
牧
師
の
星
野
光
多
は
、
深
井
を
新
島
に
推
薦
し
、

そ
の
結
果
深
井
は
明
治
十
九
年
秋
に
同
志
社
普
通
学
校
へ
の
入

学
を
許
可
さ
れ
た
。

深
井
は
星
野
光
多
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
一
言

つ
て
い
る
。
「
提
先
生
(
深
井
が
通
っ
た
高
崎
小
学
校
の
校
長
で
、
深
井
は
課
外

に
提
先
生
か
ら
漢
学
を
習
っ
て
い
た
・
筆
者
注
)
は
、
自
ら
英
語
に

通
ぜ
ざ
る
を
遺
憾
と
し
、
私
に
は
是
非
之
を
学
べ
と
勧
め

た
。
私
は
其
の
勧
め
に
従
っ
て
星
野
光
多
先
生
の
教
を
受
け

る
や
う
に
な
っ
た
が
、
更
ら
に
之
を
機
縁
と
し
て
一
た
び
基

督
教
を
信
じ
た
こ
と
は
私
の
一
生
に
於
け
る
大
事
実
の
一
で

あ
る
し

つ
ま
り
深
井
は
、
星
野
か
ら
英
語
を
学
ぶ
う
ち
に
キ
リ
ス
ト
教

信
者
と
な
り
(
十
五
歳
で
洗
礼
を
受
け
た
)
、
キ
リ
ス
ト
教
と
理
性

と
を
調
和
す
る
思
想
を
構
築
し
て
、
そ
れ
を
世
に
伝
え
る
の
が

「
私
に
恰
好
の
仕
事
で
あ
る
」
と
需
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
へ
、
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新
島
に
ょ
っ
て
奨
学
金
っ
き
で
同
志
社
に
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
0

新
島
か
ら
学
ん
だ
「
実
践
的
人
生
観
」

喜
こ
び
勇
ん
で
京
都
に
や
っ
て
き
た
深
井
は
、
新
島
か
ら
直
接

奨
学
金
を
手
渡
さ
れ
る
関
係
上
、
一
般
の
学
生
よ
り
も
新
島
に
接

す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
深
井
に
し
て
み
れ
ば
、
会
う
度
に
新
島

か
ら
勉
強
や
人
生
に
つ
い
て
の
激
励
を
期
待
し
た
に
ち
が
い
な
い

゛
)
、
か
、
新
島
は
深
井
が
か
ね
て
聞
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
熱
烈
な
言

動
を
深
井
に
は
示
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
む
し
ろ
淡
々
と
し
た
態

度
で
深
井
に
接
し
た
も
の
だ
か
ら
、
「
先
生
は
私
に
対
し
て
格
別

関
心
が
な
い
の
か
と
思
っ
た
」
と
、
深
井
は
落
た
ん
し
た
。
し
か

し
、
新
島
が
亡
く
な
っ
た
後
で
八
重
子
末
亡
人
に
た
ず
ね
た
ら
「
襄

は
平
生
屡
々
あ
な
た
の
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
し
と
い
う
こ
と

を
聞
か
さ
れ
て
、
深
井
は
、
「
先
生
は
私
の
生
い
立
ち
を
聞
き
、
其

の
頃
の
心
情
を
洞
察
し
て
、
之
に
適
応
す
る
薫
陶
を
施
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
」
と
し
み
じ
み
述
懐
し
て
い
る
。

し
か
し
新
島
は
、
折
り
に
ふ
れ
て
深
井
に
対
し
、
人
生
の
心
構

え
を
説
い
て
聞
か
せ
た
。
そ
れ
も
、
と
く
に
訓
諭
す
る
と
い
っ
た

態
度
で
は
な
く
、
自
身
の
自
己
修
養
の
体
験
を
語
る
と
い
う
風
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
深
井
は
、
同
志
社
時
代
に
新
島
か
ら
人
生
の
心

構
え
を
教
え
ら
れ
、
自
ら
の
人
生
観
の
基
礎
を
作
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
深
井
の
心
に
残
っ
た
新
島
の
一
言
葉
に
つ
い
て
は
、
『
回

顧
七
十
年
』
の
文
章
が
こ
れ
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

「
私
の
心
に
残
っ
た
印
象
を
要
約
す
れ
ぱ
、
第
一
に
は
、
自

己
の
急
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
典
付
和
雷
同
や
、
誤

魔
化
し
で
は
い
け
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
に

は
、
単
に
自
己
生
活
の
為
め
に
働
く
の
で
は
い
け
な
い
、
世

の
中
の
為
め
に
な
る
や
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云

ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
世
の
中
の
為
め
』
と
云
ふ
の
が
先
生
の

常
用
語
で
あ
っ
た
が
、
此
頃
謂
ふ
所
の
奉
仕
の
観
念
に
該
当

す
る
と
思
ふ
。
世
の
中
の
為
め
に
な
る
と
云
ふ
の
は
必
ず
し

も
大
事
業
を
成
す
の
み
に
限
ら
な
い
、
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
途
が
あ
る
と
云
は
れ
た
。
第
三
に
は
、
何
か
仕
事
を
し

な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
仕
事
と
云
う

の
も
広
い
意
味
で
、
思
索
研
究
の
如
き
も
其
の
内
に
含
む
と

云
は
れ
た
。
先
生
の
趣
旨
は
、
仕
事
の
種
類
の
如
何
を
問
は

ず
、
世
の
中
と
の
接
触
を
必
要
と
し
、
独
善
高
踏
を
戒
し
む

る
に
あ
っ
た
と
思
ふ
」

も
っ
と
も
新
島
は
、
深
井
に
対
し
て
右
の
よ
う
に
順
序
立
て
て

説
い
た
の
で
は
な
く
、
多
分
に
深
井
の
主
観
的
な
解
釈
も
混
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
深
井
の
述
懐
に
ょ
れ
ば
、
「
『
自
己
の

信
念
』
、
『
世
の
中
の
為
め
に
尽
す
』
、
『
仕
事
を
す
る
』
是
等
三
っ

一新島襄の感化を受けた人々
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四
言
葉
を
屡
々
先
生
の
口
か
ら
聴
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ

れ
が
訓
藹
で
は
な
く
、
先
生
の
胸
中
を
吐
露
さ
れ
る
如
く
聞
え
た

の
で
私
は
一
層
深
く
感
動
し
た
。
神
を
父
と
し
、
人
間
を
同
胞
と

す
る
教
理
の
応
用
と
し
て
、
私
の
実
践
的
人
生
観
の
基
礎
が
出
来

た
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

深
井
は
同
志
社
卒
業
後
し
ば
ら
く
職
に
つ
か
ず
、
真
理
や
人
生

の
価
値
基
準
に
つ
い
て
懐
疑
的
に
な
り
、
あ
る
い
は
当
面
の
生
計

の
立
て
方
に
つ
い
て
も
苦
し
む
な
ど
、
慳
悩
の
日
々
を
送
っ
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
深
井
を
危
機
か
ら
救
っ
た
の
は
、
か
っ
て
新
島

か
ら
教
え
ら
れ
た
実
践
的
人
生
観
で
あ
っ
た
。

「
私
は
『
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
云
う
訓
言
を
想

起
し
て
之
に
邁
進
す
べ
く
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
仮
令
人
生

価
値
の
規
準
は
徹
底
的
に
判
ら
な
く
と
も
、
行
住
坐
臥
、
一
々

理
由
を
糺
す
の
逞
は
な
い
。
現
存
す
る
社
会
の
常
識
と
自
己

の
直
観
と
を
調
合
し
、
環
境
の
遭
遇
に
応
接
し
て
出
来
る
だ

け
の
実
践
を
期
す
べ
き
の
み
と
観
念
し
た
し

深
井
が
同
志
社
在
学
中
に
知
り
合
っ
た
友
人
に
は
、
上
級
生
に

安
部
磯
雄
・
徳
富
健
二
郎
(
蘆
花
)
・
津
下
紋
太
郎
な
ど
が
お
り
、

ま
た
下
級
生
に
は
山
室
軍
平
・
古
谷
久
綱
・
一
三
毛
驥
丁
近
藤
賢

二
な
ど
が
い
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
同
級
生
・
柏
井
園
.
今

泉
真
幸
.
北
里
蘭
な
ど
の
中
で
最
も
親
し
か
っ
た
の
が
平
田
久
で

あ
っ
た
。

こ
の
平
田
は
、
同
志
社
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
徳
富
蘇
峰
が
主
宰

し
て
い
る
国
民
新
聞
社
に
入
社
し
て
お
り
、
彼
は
前
途
の
方
向
に

つ
い
て
迷
っ
て
い
る
深
井
を
、
一
鮴
峰
に
紹
介
し
た
。
蘇
峰
は
最
初
、

深
井
に
外
国
新
刊
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
書
か
せ
て
出
版
し
、

生
活
の
糧
を
得
さ
せ
た
が
、
明
治
二
十
六
年
末
か
ら
は
国
民
新
聞

社
の
正
社
員
と
し
て
採
用
し
た
。
す
で
に
「
環
境
に
適
応
す
る
実

践
本
位
の
人
生
観
に
傾
き
つ
っ
あ
っ
た
」
深
井
は
、
蘇
峰
の
好
意

に
感
激
し
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
全
力
を
尽
し
た
。
最
後
は
外
報

部
長
に
昇
進
し
た
深
井
は
、
し
か
し
国
民
新
聞
社
の
事
業
縮
少
か

ら
転
身
の
必
要
性
を
感
じ
始
め
、
そ
れ
を
察
知
し
た
蘇
峰
の
紹
介

に
ょ
り
、
松
方
蔵
相
の
秘
書
官
に
転
出
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
三

十
三
年
夏
の
こ
と
だ
。

金
解
禁
・
輸
出
再
禁
止
に
示
し
た
実
行
力

と
こ
ろ
が
松
方
が
大
蔵
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
山
県
内
閣
が
、

深
井
の
蔵
相
秘
書
官
就
任
後
わ
ず
か
三
力
月
で
更
送
さ
れ
た
た

め
、
深
井
は
ま
た
ま
た
浪
人
の
身
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

こ
ん
ど
は
松
方
正
義
の
斡
旋
に
ょ
り
、
一
年
後
の
明
治
三
十
四
年

十
月
に
日
本
銀
行
へ
入
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
銀
に
入
っ
た
深
井
は
、
こ
こ
で
も
「
実
践
的
人
生
観
」
に
ょ

り
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
没
頭
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
果
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は
ト
ン
ト
ン
拍
子
の
出
世
を
彼
に
も
た
ら
し
、
大
正
七
年
四
月
に

は
理
事
昭
和
三
年
六
月
に
は
副
総
裁
に
ま
で
す
す
ん
だ
。
と
く

に
副
総
裁
と
な
っ
て
か
ら
は
「
彼
は
士
方
総
裁
の
七
年
に
わ
た
る

在
任
期
間
中
、
副
総
裁
と
し
て
こ
れ
を
助
け
た
と
い
う
こ
と
に
な

つ
て
ぃ
る
け
れ
ど
も
、
士
方
総
裁
時
代
は
実
質
的
に
は
深
井
総
裁

時
代
と
い
っ
て
も
け
っ
し
て
誤
ま
り
で
は
な
い
く
ら
い
、
士
方
総

裁
は
金
融
政
策
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
深
井
副
総
裁
の
意
見
に
こ

れ
従
う
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
」
ら
し
い
(
吉
野
氏
前
著
二
二
五
ぺ

ー
ジ
)
0
し
た
が
っ
て
、
深
井
の
日
銀
に
お
け
る
編
を
語
る
場
貪
副

総
裁
と
し
て
の
職
に
あ
っ
た
昭
和
三
年
六
月
か
ら
総
裁
を
辞
め
た

十
二
年
二
月
ま
で
の
期
間
に
わ
た
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

)
0

こ
の
間
に
お
け
る
金
融
政
策
上
の
大
問
題
は
、
金
解
禁
と
金

し輸
出
再
禁
止
で
あ
っ
た
。
こ
の
い
ず
れ
の
措
置
に
も
、
日
銀
が
深

く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
殊
に
深
井

の
判
断
と
配
慮
は
、
政
府
の
意
思
決
定
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ

し
大ま
ず
金
解
禁
で
あ
る
が
、
大
正
六
年
に
そ
れ
ま
で
の
金
本
位
制

度
を
事
実
上
停
止
し
て
以
来
、
金
本
位
制
を
復
活
し
て
為
替
相
場

の
安
定
を
は
か
り
、
貿
易
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
不
況

を
打
開
し
よ
う
と
す
る
強
い
要
望
が
財
界
の
一
部
お
よ
び
民
政
党

に
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
た
形
で
、
昭
和
四
年
七
月

に
成
立
し
た
浜
口
・
民
政
党
内
閣
は
、
井
上
準
之
助
蔵
相
の
も
と

で
金
解
禁
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
土
方
総
裁
の
も
と
で
「
実
質
的
に
は
深
井
総
裁
L

と
い
わ
れ
た
深
井
が
持
っ
て
い
た
見
解
は
、
堅
実
な
経
済
活
動
を

行
う
た
め
に
は
為
替
相
場
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し

)
0

そ
れ
に
は
金
解
禁
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
準
備
も
整
わ
な
い

しの
に
い
た
ず
ら
に
金
解
禁
を
断
行
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
深
井
は
元
来
金
解
禁

論
者
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
金
解
禁
に

傾
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
と
日
銀
あ
る
い
は
民
間
金
融
界
な
ど
が
一

致
し
て
実
現
を
期
待
し
た
金
解
禁
は
、
結
果
に
お
い
て
失
敗
に
帰

し
、
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
で
再
び
金
輸
出
は
禁
止
さ
れ
た
今
ま

り
金
本
位
制
度
か
ら
の
離
脱
)
の
で
あ
る
。
政
府
な
ら
び
に
日
銀

が
周
到
に
用
意
し
て
金
解
禁
に
の
ぞ
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
短
期
問
の
う
ち
に
失
敗
し
た
理
由
は
、
①
金
解
禁
の
意
義
や

影
響
に
つ
ぃ
て
事
前
に
十
分
な
理
解
を
持
た
ず
、
む
し
ろ
重
大
な

錯
誤
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
金
解
禁
が
技
術
面
に
お
い
て
大
き
な
欠

陥
を
持
っ
て
ぃ
た
こ
と
、
③
金
解
禁
の
時
期
が
世
界
恐
慌
勃
発
期

と
い
う
悪
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
、
④
英
国
を
中
心
に
世
界

的
に
金
本
位
制
が
崩
壊
し
て
い
く
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
、
の
四
点

に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新島の感化を受けた人々
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昭
和
六
年
九
月
二
十
一
日
に
、
英
国
が
金
本
位
制
を
停
止
し
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
わ
が
国
で
も
い
よ
い
よ
金
再
禁
止
論
が

火
を
吹
き
始
め
、
十
二
月
十
二
日
に
突
如
総
辞
職
し
た
若
槻
内
閣

に
か
わ
っ
て
登
場
し
た
犬
養
・
政
友
会
内
閣
の
手
で
、
直
ち
に
金

輸
出
再
禁
止
が
断
行
さ
れ
た
。
こ
の
内
閣
交
替
前
後
の
三
日
間

深
井
は
こ
の
重
要
問
題
に
深
く
関
わ
っ
た
。
金
解
禁
が
失
敗
に
終

つ
た
か
ら
に
は
、
早
急
に
金
か
ら
脱
却
し
て
管
理
通
貨
制
に
転
換

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
と
決
心
し
た
深
井
は
、
次
期
蔵
相
候
補

と
目
さ
れ
て
い
た
高
橋
是
清
を
訪
ね
金
輸
出
再
禁
止
を
強
く
献

策
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
犬
養
内
閣
成
立
と
同
時
に
金
輸
出
再
禁

止
の
大
蔵
省
令
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
深
井
の
実
行
力
は
、
若
き
日
に
新
島
か
ら
学
び
、
自

分
の
心
に
も
深
く
刻
み
込
ん
だ
、
「
実
践
的
人
生
観
L
を
そ
の
源
泉

と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
深
井
は
言
う
。

「
基
督
教
の
信
仰
に
就
い
て
は
新
島
先
生
の
期
待
に
背
い

た
が
、
人
生
の
心
構
え
に
就
い
て
先
生
に
負
う
所
は
広
大
で

あ
る
し

『
創
設
期
の
同
志
社

↓
業
生
た
ち
の
回
想
録
1
L

初
期
の
同
志
社
を
話
る
と
き
の
文
献
と
し
て
ま
ず
あ
げ
る
の
が
、
こ

の
『
創
設
期
の
同
志
社
』
で
あ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
安
部
磯
雄
深
井
英
五
、
海
老
名
弾
正
ら
、

英
学
校
に
学
ん
だ
四
十
六
名
。
湯
浅
初
子
ら
女
学
校
に
学
ん
だ
十
五
名

で
あ
る
。

勧
め
る
理
由
は
、
読
み
や
す
く
て
、
し
か
も
面
白
い
か
ら
だ
。
構
え

て
書
い
た
堅
苦
し
い
歴
史
叙
述
で
は
な
く
て
、
ざ
っ
く
ぱ
ら
ん
に
在
学

時
代
の
思
い
出
を
語
っ
た
談
話
を
要
約
筆
記
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
0
彼
ら
は
い
と
楽
し
げ
に
、
寮
授
業
、
娯
楽
、
食
事
'
木
教
活
動
な
ど
、
当

時
の
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
・
一
フ
ィ
フ
を
語
る
。
関
連
し
て
新
島
襄

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
ラ
ー
ネ
ツ
ド
、
山
崎
為
徳
ら
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
た

ち
の
思
い
出
を
語
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
が
生
き
生
き
と
し
て
ぃ
る

面
白
く
て
読
み
ゃ
す
く
、
し
か
も
従
来
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
か
っ
た

初
期
同
志
社
の
側
面
が
え
が
か
れ
て
い
て
、
資
料
的
価
値
も
高
い
。

だ
れ
よ
り
も
ま
ず
、
学
生
生
徒
諸
君
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本

で
あ
る
。

(
大
学
商
学
部
教
授

頒
価
一
、
五
0
0
円

発
行
・
同
志
社
社
史
資
料
室

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
業
課八

(
0
七
五
1
二
五
一
 
1
三
0
三
七
.
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